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はじめに

『Oracle Fusion Middleware Application Developerインストレーション・ガイド』では、Application Developerのインストール、構成、トラブルシューティングおよび削除に関する情報と手順について説明します。


対象読者

このガイドは、Oracle Fusion Middlewareを初めてインストールするユーザーのうち、ユーザーとグループの作成、グループへのユーザーの追加、コンポーネントをインストールするコンピュータへのオペレーティング・システム・パッチのインストールなど、システム管理操作の実行に慣れているユーザーを対象としています。UNIXシステムにインストールを行うユーザーの場合、一部のスクリプトを実行する際にrootアクセス権が必要です。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細情報は(http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info) か、聴覚に障害のあるお客様は (http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、次のマニュアルを参照してください。

	
『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』


	
Oracle Fusion Middlewareの管理者ガイド


	
『Oracle Fusion Middleware概要』


	
『Oracle Fusion Middleware高可用性ガイド』








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 インストールの概要


Oracle Application Developerは、Java EE標準およびオープン・ソース・テクノロジで構築され、サービス指向アプリケーションの実装を単純化および迅速化する、エンドツーエンドのアプリケーション・フレームワークです。Oracle Application Developerは、Web、無線、デスクトップまたはWebサービスのインタフェースを使用してデータの検索、表示、作成、変更および検証を行うアプリケーションを作成するエンタープライズ開発者に適しています。Oracle JDeveloper 11gとOracle Application Developerを連携させると、ドラッグ・アンド・ドロップでのデータ・バインディング、視覚的なUI設計およびチーム開発の各機能を組み込んで、設計からデプロイまでの完全な開発ライフサイクルに対応する環境を作成できます。

この章の内容は、次のとおりです。

	
Oracle Application Developerのインストール・ロードマップ


	
Oracle Application Developerのディレクトリ構造






1.1 Oracle Application Developerのインストール・ロードマップ

Oracle Application Developerのインストール手順を表1-1に示します。


表1-1 Oracle Application Developerのインストール手順におけるタスク

	タスク	説明	参照
	
インストールに備えたシステム環境の準備

	
システム環境が、Oracle Fusion Middleware、Oracle Application DeveloperおよびRCUの一般インストール要件を満たしていることを確認します。

	
ハードウェアとソフトウェアの要件、データベース・スキーマ要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、および必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチについては、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントを参照してください。

32ビットおよび64ビットのオペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサード・パーティ製品については、Oracle Fusion Middlewareサポートされるシステム構成のOracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件およびサポート対象プラットフォームに関する項を参照してください。

製品間の相互運用性および互換性の詳細は、Oracle Fusion Middleware相互運用性および互換性ガイドを参照してください。


	
RCUの実行による、必要なスキーマの作成

	
Oracle Application Developerには、Oracle WSM Policy ManagerとOracle WSM-PM Extensionが含まれています。これらのコンポーネントでは、インストールの前に、データベースにMDSスキーマが存在している必要があります。データベースにMDSスキーマを作成するには、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行する必要があります。

	
『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの作成に関する項の手順に従ってください。


	
アプリケーション・サーバーのインストール

	
Oracle Application Developerには、アプリケーション・サーバーが必要です。次のいずれかをインストールする必要があります。

	
Oracle WebLogic Server


	
IBM WebSphere




Oracle WebLogic Serverをインストールすると、Oracle Application Developerのインストールに必要なMiddlewareホームおよびWebLogicホーム・ディレクトリが作成されます。詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のMiddlewareおよびWebLogicのホーム・ディレクトリに関する項を参照してください。

IBM WebSphereをインストールする場合は、Middlewareホーム・ディレクトリ構造を手動で作成する必要があります。Middlewareホームには、IBM WebSphereインストールの場所への依存関係はありません。

	
Oracle WebLogic Serverをインストールする場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』の次に示す各項を参照してください。

	
最新バージョンをダウンロードする方法の説明は、製品配布に関する項を参照してください。


	
インストール手順は、グラフィカル・モードでのインストール・プログラムの実行に関する項を参照してください。




IBM WebSphereをインストールする場合のインストールの詳細は、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドを参照してください。


	
Oracle Application Developerのインストール

	
ソフトウェアをインストールするには、インストーラを使用します。

これによって、Middlewareホームの中にOracle共通ホーム(oracle_common)ディレクトリが作成されます。

	
ソフトウェアを入手する場所の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のOracle Fusion Middlewareソフトウェアの入手に関する項を参照してください。

インストール手順については、第2章を参照してください。


	
Oracle Application Developerの構成およびWebLogicドメインの作成

	
Oracle Fusion Middleware構成ウィザードを使用してWebLogicドメインを作成し、Oracle Application Developerコンポーネントを構成します。

ドメインのホーム・ディレクトリの場所を指定するように要求されます。これは、管理サーバーと管理対象サーバーが存在する場所です。

アプリケーションのホーム・ディレクトリの場所も指定するように要求されます。これは、アプリケーションが存在する場所です。

これらのディレクトリはどちらも、システム上の任意の場所に配置できます。

ドメインの作成後、ドメインにさらにコンポーネントを追加する必要がある場合は、後からドメインを拡張できます。

IBM WebSphereを使用している場合のインストールの手順および重要情報については、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドを参照してください。

	
構成ウィザードを起動してWebLogicドメインを作成する手順については、第3章を参照してください。


	
サーバーの起動

	
管理サーバーおよび管理対象サーバーを起動します。

	
管理サーバーおよび管理対象サーバーを開始する方法の説明は、第3.2項を参照してください。












1.2 Oracle Application Developerのディレクトリ構造

図1-1に、すべてにデフォルト値を使用した、単一ホスト上の単純なOracle Application Developerのインストールのディレクトリ構造を示します。


図1-1 Oracle Application Developerのディレクトリ構造

[image: 図1-1の説明が続きます]















2 Application Developerのインストール


この章では、Oracle Application Developerのインストール方法について説明します。

この章は次の項で構成されています。

	
インストールの準備


	
インストール手順







	
注意:

この章では、Oracle Application Developer 11gリリース1 (11.1.1.7.0)ユーザーを対象に説明します。既存のOracle Application Developerインストールがある場合は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』の最新のOracle Fusion Middlewareパッチ・セットの適用に関する項を参照してください。









2.1 インストールの準備

インストールを開始する前に、この項に記載する次の情報を確認してください。

	
システム要件および動作保証の確認


	
Oracle Fusion Middlewareにおける64ビットJDKのサポートについて


	
サポートされているデータベースのインストールと構成


	
データベース・スキーマの作成


	
アプリケーション・サーバーのインストール






2.1.1 システム要件および動作保証の確認

インストールを実行する前に、システム要件および動作保証のドキュメントを読み、インストールする製品の最小インストール要件を環境が満たしていることを確認します。

	
Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html

このドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、最小ディスク領域とメモリーの要件、および必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチに関する情報が含まれます。


	
Oracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html

このドキュメントには、サポートされるインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサード・パーティ製品に関する情報が含まれます。




	
注意:

	
32ビット・バージョンの製品の場合は、インストール先のシステムも、サポートされている32ビット・システムである必要があります。32版の製品の64ビット・システムへのインストールはサポートされていません。


	
64ビットLinuxオペレーティング・システムの場合は、イメージング詳細ビューアのクライアント・コンピュータで32ビットのJava Runtime Environment (JRE)を使用する必要があります。




















2.1.2 Oracle Fusion Middlewareによる64ビットJDKのサポートの理解

現在の環境で64ビットJava仮想マシン(JVM)を使用している場合、すべてのOracle Fusion Middlewareコンポーネントで64ビットJVMを使用していることを確認してください。32ビットJVMを使用するコンポーネントと64ビットJVMを使用するコンポーネントを混在させることはできません。

詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件とサポートされているプラットフォームに関するドキュメントを参照してください。このドキュメントは、次のページから入手できます。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html

使用しているOracle Fusion Middlewareコンポーネントが64ビットJVM環境で実行されている場合は、必ず64ビットJDKを使用してWebLogic Serverをインストールしてください。32ビットJVMサポートの場合は、使用プラットフォームの32ビットJVMサポート用に使用環境を構成する方法について、『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート』を参照してください。






2.1.3 サポートされているデータベースのインストールと構成

サポートされているデータベースの最新情報は、次のURLを参照してください。

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html






2.1.4 データベース・スキーマの作成

Oracle Application Developerには、Oracle WSM Policy ManagerとOracle WSM-PM Extensionが含まれています。これらのコンポーネントでは、インストールの前に、データベースにMDSスキーマが存在している必要があります。データベースにMDSスキーマを作成するには、リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行する必要があります。『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの作成に関する項の手順に従ってください。






2.1.5 アプリケーション・サーバーのインストール

Oracle Application Developerには、アプリケーション・サーバーが必要です。次のアプリケーション・サーバーがサポートされています。

	
Oracle WebLogic Server


	
IBM WebSphere




インストールに必要なバージョンを正確に特定するには、Oracle Fusion Middleware 11gR1のシステム要件とサポートされているプラットフォームに関するドキュメントを参照してください。このドキュメントは、次のOracle Fusion Middlewareでサポートされるシステム構成に関するページにあります。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-certification-100350.html


Oracle WebLogic Serverを使用している場合:

	
最新のOracle WebLogic Serverのインストール方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』の製品の配布に関する項を参照してください。


	
インストールの手順は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』のインストール・プログラムの実行に関する項を参照してください。




IBM WebSphereを使用している場合のインストールの詳細および重要情報については、Oracle Fusion Middlewareサード・パーティ・アプリケーション・サーバー・ガイドを参照してください。








2.2 インストールの手順

インストーラを実行すると、Application Developerがシステムにインストールされます。製品がインストールされたら、Fusion Middleware構成ウィザードを使用してコンポーネントを構成する必要があります。

この項の内容は次のとおりです。

	
ソフトウェアの入手


	
インストーラの起動


	
インストール・ログ・ファイル


	
インベントリの画面(UNIXのみ)


	
インストール画面と手順






2.2.1 ソフトウェアの入手

Application Developer 11.1.1.7.0ソフトウェアを入手するには、次の場所にあるOracle Fusion Middlewareのダウンロード、インストールおよび構成のReadMeを参照してください。

http://download.oracle.com/docs/cd/E23104_01/download_readme.htm

ダウンロード場所を選択して、アプリケーション開発ランタイムをダウンロードします。これは、.zipアーカイブ・ファイルとしてシステムに保存されます。

アーカイブ・ファイルをダウンロードした後、インストールを実行するシステム上の任意のディレクトリにアーカイブ・ファイルを解凍します。






2.2.2 インストーラの起動

インストーラを実行するには、アーカイブ・ファイルを解凍したディレクトリに移動し、Disk1ディレクトリに切り替えます。

UNIXの場合:


cd unpacked_archive_directory/Disk1
./runInstaller -jreLoc JRE_LOCATION


Windowsの場合:


cd unpacked_archive_directory\Disk1
setup.exe -jreLoc JRE_LOCATION


インストーラには、システムのJava Runtime Environment (JRE)へのフルパスを指定する必要があります。Oracle WebLogic Serverをインストールしたときに、Middlewareホーム内のjdk160_29ディレクトリにJREがインストールされています。この場所をJRE_LOCATIONとして使用してインストーラを実行できます。

64ビット・プラットフォームのJREの場所は、Oracle WebLogic Serverのインストールで使用したJAVA_HOMEです。

-jreLocオプションを使用してJREの場所を指定していない場合、インストーラを起動する前にJREの場所を指定するように要求されます。たとえば、UNIXオペレーティング・システムの場合は次のようになります。


[> ./runInstaller 
Starting Oracle Universal Installer...
 
Checking if CPU speed is above 300 MHz.    Actual 2999 MHz    Passed
Checking Temp space: must be greater than 150 MB.   Actual 66070 MB    Passed
Checking swap space: must be greater than 512 MB.   Actual 4047 MB    Passed
Checking monitor: must be configured to display at least 256 colors.    Actual 256    Passed
Preparing to launch Oracle Universal Installer from /tmp/OraInstall2010-02-23_10-57-58AM. Please wait ...
Please specify JRE/JDK location ( Ex. /home/jre ), <location>/bin/java should exist :


システム上のJREへのフルパスを指定して続行します。




	
注意:

32ビットJDKを使用して64ビットのUNIXまたはWindowsオペレーティング・システムにOracle Application Developerをインストールする場合、コマンド・ラインから-jreLocオプションを使用してJRE_LOCATIONを指定する必要があります。このような場合、プロンプトでJRE_LOCATIONを指定するオプションはサポートされておらず、インストーラは起動しません。












2.2.3 インストール・ログ・ファイル

ログ・ファイルは、UNIXの場合はOracle_Inventory_Location/logディレクトリに、Windowsの場合はOracle_Inventory_Location\logsディレクトリに書き込まれます。ログ・ファイルとその内容の詳細は、第D.2.1項を参照してください。






2.2.4 インベントリ画面(UNIXのみ)

UNIXシステムにOracle Universal Installerを使用して最初にOracle製品をインストールする場合には、インベントリ・ディレクトリの場所を入力するように求められます。インストーラは、この場所にサブディレクトリをセットアップして、このシステムにインストールされる各Oracle製品のインベントリ・データを保管します。

表2-1の手順に従って、インベントリ・ディレクトリの情報を構成します。詳細なヘルプを参照するには、次の表内の画面名をクリックするか、GUIの「ヘルプ」ボタンをクリックしてください。


表2-1 インベントリ・ディレクトリおよびグループの画面

	番号	画面	説明
	
1

	
「インベントリ・ディレクトリの指定」(UNIXのみ)


	
UNIXシステムでインストーラを起動するたびに、「インベントリ・ディレクトリの指定」が表示されます。

Oracleインベントリ・ディレクトリとそのディレクトリのグループ権限を指定します。グループは、Oracleインベントリ・ディレクトリへの書き込み権限を持っている必要があります。

「OK」をクリックします。


	
2

	
インベントリの場所の確認(UNIXのみ)


	
Oracleインベントリ・ディレクトリを指定すると、インベントリの場所の確認画面が表示されます。

rootとして、CentralInventory.sh作成スクリプトを実行します。

「OK」をクリックします。












2.2.5 インストール画面と手順

表2-2の手順に従って、Application Developerソフトウェアをインストールしてください。

インストール画面に関して詳細情報が必要な場合は、付録Aを参照するか、「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスしてください。


表2-2 Application Developerのインストールのフロー

	番号	画面	説明	必要になるアクション
	
1

	
ようこそ


	
インストーラが起動するたびに、「ようこそ」画面が表示されます。

	
「次へ」をクリックします。


	
2

	
ソフトウェア更新のインストール


	
「ソフトウェア更新のインストール」画面では、使用可能な更新を検索してダウンロードできます。

	
「ソフトウェア更新のスキップ」オプションを使用すると、インストール処理時にこの画面を省略できます。


	
「My Oracleで更新を検索」オプションは、My Oracle Supportアカウントを持っているユーザーが使用できます。My Oracle Supportアカウントを持っている場合、アカウント名とパスワードを指定すると、適用可能なソフトウェア更新をインストーラがMy Oracle Supportから自動的にダウンロードします。


	
ローカルで使用可能な更新があれば、「ローカル・ディレクトリで更新を検索」オプションを使用して、その場所を指定します。




	
ソフトウェア更新を受信する方法を選択し、「次へ」をクリックします。


	
3

	
前提条件のチェック


	
「前提条件のチェック」画面では、必要なシステム証明書、サービス・パックおよびメモリーがすべて揃っているかどうかを検証します。

なんらかの問題が発生すると、エラーまたは警告メッセージが表示されます。

	
エラーがあったら、問題を解決してから「再試行」をクリックするか、エラーを無視して「続行」をクリックします。

「次へ」をクリックします。


	
4

	
インストール場所の指定


	
「インストール場所の指定」画面では、Oracle Weblogic ServerホームまたはIBM WebSphereホームの場所(Middlewareホームが作成された場所)を指定できます。

Oracle共通ホーム(oracle_common)は、Middlewareホーム内に自動的に作成されます。

	
Middlewareホームの場所を指定します。Oracle WebLogic Serverをアプリケーション・サーバーとして使用している場合は、Oracle WebLogic Serverをインストールしたときに作成された既存のMiddlewareホームを使用します。

IBM WebSphereをアプリケーション・サーバーとして使用している場合は、Middlewareホームとして使用するディレクトリを指定します。このディレクトリは、WebSphereインストールの場所とは無関係です。存在しないディレクトリの場所を指定すると、インストーラによってディレクトリが作成されます。

「次へ」をクリックします。


	
5

	
アプリケーション・サーバー


	
「アプリケーション・サーバー」画面では、インストールで使用するアプリケーション・サーバーを選択できます。

Oracle WebLogic ServerがすでにMiddlewareホームにインストールされている場合、WebSphereオプションは使用できません。Oracle WebLogic ServerがMiddlewareホームに存在しない場合、WebLogic Serverは使用できず、WebSphereが唯一のオプションになります。

	
システムにインストールされているサーバーを選択します。

「次へ」をクリックします。


	
6

	
インストール・サマリー


	
「インストール・サマリー」画面には、システムにインストールするコンポーネントおよび製品の一覧が表示されます。

	
実行するインストールを確認します。

「インストール」をクリックします。


	
7

	
インストールの進行状況


	
この画面には、インストールの進行状況が表示されます。

	
プロセスが100%完了したら、「次へ」をクリックします。


	
8

	
インストール完了


	
インストールが完了すると、「インストール完了」画面が表示されます。

	
「終了」をクリックして画面を閉じます。








インストールが完了したら、構成ウィザードを実行してOracle Application Developer製品用のドメインを構成できます。手順については第3章を参照してください。














3 Application Developerの構成


この章では、インストールまたは最新バージョンへのパッチ適用後にApplication Developerを構成して、WebLogicドメインを作成または拡張する方法について説明します。

この章では、次の項目について説明します。

	
構成手順


	
管理サーバーの起動


	
インストールの検証






3.1 構成の手順

インストールが完了したら、Fusion Middleware構成ウィザードを使用して、コンポーネントを構成できます。この項では構成手順について説明します。

この項の内容は次のとおりです。

	
構成ウィザードの起動


	
構成ログ・ファイル


	
新しいドメインの作成


	
既存のドメインの拡張






3.1.1 構成ウィザードの起動

構成ウィザードは、Oracle WebLogicホーム内のcommon/binディレクトリにあります。構成ウィザードを起動する手順は次のとおりです。

UNIXの場合:


cd MW_HOME/wlserver_10.3/common/bin
./config.sh


Windowsの場合:


cd MW_HOME\wlserver_10.3\common\bin
config.cmd


これが新規インストールであり、新しいWebLogicドメインを作成する必要がある場合は、第3.1.3項の手順に従ってください。第3.1.4項に説明されているように、構成ウィザードを実行して、既存のWebLogicドメインを拡張することもできます。

32ビット・オペレーティング・システムを使用している場合は、Oracle WebLogicインストールの一部としてOracle JRockit SDKがインストールされます。これは構成ウィザードによりデフォルトで使用されるJDKです。Sun JDKを使用して構成ウィザードを起動する場合は、構成ウィザードを起動する前に次の手順を実行します。

	
JAVA_HOME環境変数をSun JDKの場所に設定します。たとえば、その環境変数を、Oracle WebLogic ServerとともにMW_HOME/jdk160_29ディレクトリ(UNIXの場合)またはMW_HOME\jdk160_29ディレクトリ(Windowsの場合)にインストールされたSun JDKに設定できます。


	
JAVA_VENDOR環境変数をSunに設定します。









3.1.2 構成ログ・ファイル

構成セッションのログ・ファイルを作成するには、構成ウィザードを実行するときに-log=log_filenameパラメータを使用します。

UNIXの場合:


./config.sh -log=log_filename


Windowsの場合:


config.cmd -log=log_filename


構成セッションのログ・ファイルは、MW_HOME/oracle_common/common/binディレクトリ(UNIXの場合)またはMW_HOME\oracle_common\common\binディレクトリ(Windowsの場合)に作成されます。構成ウィザードのログ・ファイルの詳細は、第D.2.2項を参照してください。






3.1.3 新しいドメインの作成

『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』ガイドのWebLogicドメインの作成に関する項の手順に従って、Oracle Application Developerコンポーネントの新規WebLogicドメインを作成します。

この項の内容は次のとおりです。

	
Oracle Enterprise Managerの構成


	
Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシー・マネージャの構成


	
Java Required Files (JRF)の適用


	
カスタム・ポート番号の使用






3.1.3.1 Oracle Enterprise Managerの構成

ドメイン内でOracle Enterprise Managerを構成する場合は、次に示すように、「ドメイン・ソースの選択」画面で「Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0 (oracle_common)」を選択する必要があります。

[image: config_em.gifの説明が続きます]



「Oracle JRF - 11.1.1.0 (oracle_common)」は、依存先として自動的に選択されます。






3.1.3.2 Oracle Web Services Manager (OWSM)ポリシー・マネージャの構成

Oracle Web Services Manager(OWSM)ポリシー・マネージャでドメインを作成して、現在の環境にデプロイされているJAX-WSクライアントやWebサービスを保護できます。構成ウィザードの「ドメイン・ソースの選択」画面で、次の図のとおりにオプションを選択します。

	
「Oracle WSM Policy Manager - 11.1.1.0 (oracle_common)」


	
「Oracle Enterprise Manager - 11.1.1.0 (oracle_common)」


	
「Oracle JRF - 11.1.1.0 (oracle_common)」




[image: config_owsm.gifの説明が続きます]







3.1.3.3 Java Required Files(JRF)の適用

Java Required Files (JRF)は、Oracle WebLogic Serverインストールに含まれていないコンポーネントで構成されています。これには、Oracleビジネス・アプリケーションおよびアプリケーション・フレームワークの共通機能が用意されています。

JRFは他に依存することなく開発されたライブラリやアプリケーションで構成されており、これらが共通の場所にデプロイされます。Java Required Filesの一部とみなされるコンポーネントは次のとおりです。

	
Oracle Application Development Framework


	
Oracle Fusion Middleware監査フレームワーク


	
ダイナミック・モニタリング・サービス


	
インフラストラクチャ・セキュリティ


	
Javaオブジェクト・キャッシュ


	
Oracle Platform Security Services


	
ロギング


	
MDS


	
Oracle Web Services


	
Oracle Web Services Manager。




特定の状況では、JRFを管理対象サーバーまたはクラスタに適用する必要があります。JRFは、JRFが構成されているドメイン内の管理対象サーバーにのみ適用できます。つまり、ドメインを作成または拡張した場合は、構成ウィザードでOracle JRFを選択しておく必要があります。

詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』の管理対象のサーバーまたはクラスタへのJava Required Filesの適用に関する項を参照してください。






3.1.3.4 カスタム・ポート番号の使用

デフォルトでは、各ドメインに作成されたサーバーは、同じポート番号のセットを使用します(たとえば、管理サーバーはポート7001を使用します)。カスタム・ポート番号を使用する場合は、構成ウィザードの実行時にポート番号を変更できます。

	
管理サーバーのポート番号は、「管理サーバーの構成」画面で変更できます。


	
ドメイン内のすべての管理対象サーバーのポート番号は、「管理対象サーバーの構成」画面で変更できます。




ポート番号の詳細は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のポート番号に関する項を参照してください。








3.1.4 既存のドメインの拡張

WebLogicドメインの作成時に、「ドメイン・ソースの選択」画面ですべてのコンポーネントの構成をするわけではない場合は、後日ドメインを拡張してそれらのコンポーネントを追加できます。これが初めてのインストールである場合、またはコンポーネントを追加しない場合は、この項をスキップし、次の項に進むことができます。




	
注意:

先に進む前に、ドメインの拡張時に、構成するコンポーネントのデータベースにスキーマが存在していることを確認してください。たとえば、ドメインを拡張し、Oracle WSM Policy Managerを構成する予定である場合は、続行する前に、このコンポーネントに必要なスキーマ(MDS)がOracleデータベースに存在することを確認してください。







『Oracle Fusion Middleware構成ウィザードによるドメインの作成』ガイドのWebLogicドメインの拡張に関する項の手順に従って、既存のドメインを拡張します。








3.2 管理サーバーの起動

デプロイメントを稼動させるには、新しいドメインを作成したディレクトリで、startWebLogic.shスクリプト(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはstartWebLogic.cmdスクリプト(Windowsオペレーティング・システムの場合)を実行して管理サーバーを起動する必要があります。

UNIXの場合:


DOMAIN_HOME/startWebLogic.sh


Windowsの場合:


DOMAIN_HOME\startWebLogic.cmd


構成ウィザードの「ドメイン名と場所の指定」画面でドメイン名と場所を指定してください。






3.3 インストールの確認

インストールを確認するには、ブラウザを起動して次のURLを入力します。

	
管理サーバー・コンソールのアクセス先は次のとおりです。


http://administration_server_host:administration_server_port/console


	
管理サーバーがSSL接続を受け入れるように構成されている場合は、次のURLを使用して、管理サーバー・コンソールに保護モードでアクセスします。


https://administration_server_host:secure_administration_server_port/console


	
Enterprise Managerにアクセスするには、次のURLを使用します。


http://administration_server_host:administration_server_port/em















4 Application Developerの削除


この章では、Application Developerおよび関連製品をシステムから削除する方法について説明します。

ソフトウェアを削除する場合は、必ずこの章で紹介する手順に従ってください。ソフトウェアを手動で削除すると、後でソフトウェアを再インストールする際に問題が発生する可能性があります。この章の手順に従うことで、ソフトウェアを正しく削除できます。詳細は、第4.2項「再インストール」を参照してください。

この章の項目は、次のとおりです。

	
削除手順


	
再インストール






4.1 アンインストールの手順

アンインストーラは、アンインストーラが起動されたOracleホームを削除します。Application Developerの場合、このディレクトリはoracle_commonディレクトリです。この手順では、作成したWebLogicドメインは削除されません。oracle_common内のソフトウェアのみが削除されます。

このディレクトリを削除する前に、このディレクトリが既存のドメインによって使用されていないことを確認し、さらに、oracle_commonディレクトリを使用している実行中のすべてのプロセスを停止してください。ソフトウェアを削除すると、WebLogicドメインは使用できなくなります。

Application Developerを正しく削除するには、次の作業を実行します。

	
Oracle Fusion Middlewareの停止


	
Application Developerのスキーマの削除


	
Application Developerの削除


	
Oracleホーム・ディレクトリの手動削除


	
Oracle WebLogic Serverの削除


	
Oracle JDeveloperの削除


	
プログラム・グループの削除(Windowsのみ)


	
システムの再起動(Windowsのみ)






4.1.1 Oracle Fusion Middlewareの停止

Oracle Fusion Middlewareソフトウェアのコンポーネントを削除する前に、すべてのサーバーとプロセスを停止してください。

手順は、『Oracle Fusion Middleware管理者ガイド』のOracle Fusion Middlewareの開始と停止に関する項を参照してください。






4.1.2 Application Developerのスキーマの削除

リポジトリ作成ユーティリティ(RCU)を実行して、Application Developerのスキーマをデータベースから削除します。手順は、『Oracle Fusion Middleware Repository Creation Utilityユーザーズ・ガイド』のスキーマの削除に関する項を参照してください。






4.1.3 Application Developerの削除

アンインストーラは、oracle_commonディレクトリを削除します。このディレクトリを削除する前に、このディレクトリが既存のドメインによって使用されていないことを確認し、さらに、oracle_commonを使用している実行中のすべてのプロセスを停止してください。

この手順では、作成したWebLogicドメインは削除されません。oracle_commonディレクトリ内のソフトウェアのみが削除されます。


4.1.3.1 アンインストーラの起動

アンインストーラを起動するには、次の手順を実行します。

UNIXの場合:

	
MW_HOME/oracle_common/oui/binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを実行します。

./runInstaller.sh -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION




(UNIXオペレーティング・システムの場合)またはMW_HOME\oracle_common\oui\bin (Windowsオペレーティング・システムの場合)ディレクトリに移動し、アンインストーラを起動します。

Windowsの場合:

	
MW_HOME\oracle_common\oui\binディレクトリに移動します。


	
次のコマンドを実行します。

setup.exe -deinstall -jreLoc JRE_LOCATION







	
注意:

JRE_LOCATIONへの絶対パスを指定してください。相対パスはサポートされていません。











4.1.3.2 削除画面と手順

表4-1の手順に従って、Application Developerを削除してください。

アンインストール画面についてさらにヘルプが必要な場合は、付録Bを参照するか、「ヘルプ」をクリックしてオンライン・ヘルプにアクセスしてください。


表4-1 アンインストールのフロー

	番号	画面	説明	必要になるアクション
	
1

	
ようこそ


	
アンインストーラが起動するたびに、「ようこそ」画面が表示されます。

	
「次へ」をクリックします。


	
2

	
Oracleホームのアンインストール


	
「Oracleホームの削除」画面に、アンインストールするOracleホームが表示されます。

	
削除対象のOracleホームが正しいことを確認します。

「アンインストール」をクリックします。

「警告」画面で、アンインストーラによってソフトウェアの他にOracleホーム・ディレクトリも削除するかどうかを選択します。

ソフトウェアとOracleホームを削除する場合は「はい」を、ソフトウェアのみを削除する場合は「いいえ」を、前の画面に戻る場合は「取消」をクリックします。

「いいえ」を選択した場合、Oracleホーム・ディレクトリを手動で削除する手順は、第4.1.4項を参照してください。


	
3

	
アンインストールの進行状況


	
「削除の進捗」画面には、削除の進捗状況およびステータスが表示されます。

	
「削除完了」画面が表示されるまで待ちます。


	
4

	
アンインストール完了


	
アンインストールが完了すると、「削除完了」画面が表示されます。

	
「終了」をクリックして画面を閉じます。














4.1.4 Oracleホーム・ディレクトリの手動削除

アンインストール中に警告画面で「いいえ」を選択した場合は、oracle_commonディレクトリとすべてのサブディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえばUNIXで、Oracle共通ホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Middleware/oracle_commonの場合、次のように実行します。


> cd /home/Oracle/Middleware
> rm -rf oracle_common


WindowsでOracle共通ホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middleware\oracle_commonの場合、「ファイル マネージャ」ウィンドウを使用してC:\Oracle\Middlewareディレクトリに移動してから、oracle_commonフォルダを右クリックして「削除」をクリックします。






4.1.5 Oracle WebLogic Serverの削除

Oracle WebLogic Serverの削除方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverインストレーション・ガイド』のソフトウェアのアンインストールに関する項を参照してください。

WebLogic Serverのアンインストールが完了したら、Middlewareホーム・ディレクトリを手動で削除する必要があります。たとえば、UNIXでMiddlewareホーム・ディレクトリが/home/Oracle/Middlewareの場合は、次のように実行します。


> cd /home/Oracle
> rm -rf Middleware


WindowsでMiddlewareホーム・ディレクトリがC:\Oracle\Middlewareの場合は、「ファイル・マネージャ」ウィンドウを使用してC:\Oracleディレクトリに移動し、Middlewareフォルダを右クリックして「削除」を選択します。






4.1.6 Oracle JDeveloperの削除

システムにOracle JDeveloperをインストールした場合、システムからこのソフトウェアを削除する手順については、『Oracle Fusion Middleware Oracle JDeveloperインストレーション・ガイド』を参照してください。






4.1.7 プログラム・グループの削除(Windowsのみ)

また、Windowsシステムでは、Start Menu\Programsフォルダのプログラム・グループも手動で削除する必要があります。たとえば(ご使用のシステム上ではフォルダ名およびプログラム・グループ名が異なる可能性があります)、C:\Documents and Settings\All Users\Start Menu\Programsから次のものを削除します。

	
Oracle Fusion Middleware 11.1.1.7.0


	
Oracle WebLogic









4.1.8 システムの再起動(Windowsのみ)

Windowsオペレーティング・システムでは、すべてのプログラムの削除を完了した後に、コンピュータを再起動して、クリーン・アップが正しく行われたことを確認する必要があります。








4.2 再インストール

インストーラでは、Oracle製品がすでに存在するディレクトリに、Application Developerを再インストールすることはできません。Application Developerを以前と同じディレクトリに再インストールするには、このソフトウェアを、この章の手順に従って削除し、第2章の手順に従って再インストールしてください。












A Application Developerのインストール画面

この付録には、Application Developerのすべてのインストール画面に対するスクリーンショットと説明が記載されています。

	
「インベントリ・ディレクトリの指定」(UNIXのみ)


	
インベントリの場所の確認(UNIXのみ)


	
ようこそ


	
ソフトウェア更新のインストール


	
前提条件のチェック


	
インストール場所の指定


	
アプリケーション・サーバー


	
インストール・サマリー


	
インストールの進行状況


	
インストール完了






A.1 「インベントリ・ディレクトリの指定」(UNIXのみ)

[image: install_inventory.gifの説明が続きます]



この画面はUNIXシステムのみに表示されます。このホストに初めて Oracle製品をインストールする場合は、インベントリ・ディレクトリの場所を指定する必要があります。このインベントリ・ディレクトリは、コンピュータにインストールされたすべてのOracle製品を把握するために、インストーラで使用されます。

デフォルトのインベントリの場所はUSER_HOME/oraInventoryです。

「オペレーティング・システム・グループ名」フィールドで、インベントリ・ディレクトリへのアクセス権を付与するメンバーのグループを選択します。これにより、そのグループのすべてのメンバーが、このマシンに製品をインストールできるようになります。






A.2 インベントリの場所の確認(UNIXのみ)

[image: install_inventory_confirm.gifの説明が続きます]



この画面はUNIXシステムの場合にのみ表示されます。inventory_directory/createCentralInventory.shスクリプトをroot権限で実行するように求められます。

このシステムに対するrootアクセス権がない場合にインストールを続行するには、「ローカル・インベントリを使用してインストールを続行」を選択します。






A.3 ようこそ

[image: install_welcome.gifの説明が続きます]



「ようこそ」画面はインストーラを起動するたびに表示されます。






A.4 ソフトウェア更新のインストール

[image: install_software_updates.gifの説明が続きます]



ソフトウェア更新のインストールに使用する方法を選択します。

	
ソフトウェア更新のスキップ

その時点ではオプションをスキップする場合に選択します。


	
My Oracle Supportで更新を検索

My Oracle Supportアカウントを持っている場合、アカウント名とパスワードを指定して、適用可能なソフトウェア更新をインストーラがMy Oracle Supportから自動的にダウンロードするようにできます。資格証明を入力した後で「接続のテスト」をクリックすると、接続をテストできます。インストーラがMy Oracle Supportにアクセスできるようにプロキシ・サーバーを構成する必要がある場合は、「プロキシ設定」をクリックします。

次の画面を使用してプロキシ・サーバーを構成します。

[image: install_proxy_settings.gifの説明が続きます]



	
ローカル・ディレクトリで更新を検索

ローカルで使用可能なソフトウェア更新がある場合、このオプションを使用して場所を指定できます。ローカル・ディレクトリで更新を検索を選択すると、次のようにさらに「場所」フィールドが表示されます。

[image: install_loc.gifの説明が続きます]










A.5 前提条件のチェック

[image: install_prereqs.gifの説明が続きます]



問題がある場合は、画面の最下部に短いエラー・メッセージが表示されます。エラーを修正し、「再試行」をクリックして再試行します。

エラー・メッセージおよび警告メッセージを無視し、インストールを続行する場合は、「続行」をクリックします。

すべてのコンポーネントについて前提条件チェックを停止するには、「中止」をクリックします。






A.6 「インストール場所の指定」

[image: install_location.gifの説明が続きます]



ソフトウェアをインストールするディレクトリを指定します。

	
アプリケーション・サーバーとしてOracle WebLogic Serverを使用する場合は、次のようにします。

「Oracle Middlewareホーム」フィールドに、既存のOracle Middlewareホーム・ディレクトリの絶対パスを指定します。これはOracle WebLogic Serverのインストール時に作成されたディレクトリです。Middlewareホームのフルパスがわからない場合、「参照」をクリックして、システムの既存のディレクトリを選択できます。


	
アプリケーション・サーバーとしてIBM WebSphereを使用する場合は、次のようにします。

「Oracle Middlewareホーム」フィールドで、Middlewareホームとして使用するディレクトリの絶対パスを指定します。このディレクトリは、WebSphereインストールの場所とは無関係です。存在しないディレクトリの場所を指定すると、インストーラによってディレクトリが作成されます。




Application Developerでは、Oracle共通ホーム・ディレクトリに必要な製品をインストールします。「Oracleホーム・ディレクトリ」フィールドを見ると、ディレクトリoracle_commonが作成済で変更できなくなっていることがわかります。このディレクトリは、Middlewareホームに指定した場所に作成されます。

Windowsオペレーティング・システムにインストールする場合は、ディレクトリ・パスが有効で、ダブル・バックスラッシュ(\\)が含まれていないことを確認してください。






A.7 アプリケーション・サーバー

[image: install_app_server.gifの説明が続きます]



このインストールに使用するアプリケーション・サーバーを選択します。

	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、これが使用されるアプリケーション・サーバーになります。画面に表示されるその他のフィールドはすべて非アクティブになります。


	
インストーラによってOracle WebLogic ServerがインストールされているMiddlewareホームが検出された場合、アプリケーション・サーバー・オプションの1つを選択し、「Application Serverの場所」フィールドにその場所を指定する必要があります。


	
インストーラによってMiddlewareホーム・ディレクトリが検出されなかった場合、「WebLogic Server」オプションは非アクティブになります。「WebSphere」を選択し、「Application Serverの場所」フィールドにIBM WebSphereの場所を指定する必要があります。









A.8 インストール・サマリー

[image: install_summary.gifの説明が続きます]



この画面の情報を確認し、「インストール」をクリックしてインストールを開始します。「インストール」をクリックすると、このページに要約された操作が実行されます。

インストールを開始する前に構成を変更する場合は、ナビゲーション・ペインを使用して編集するトピックを選択します。

この構成をテキスト・ファイルに保存する場合は、「保存」をクリックします。このファイルは、後でコマンド・ラインから同じインストールの実行を選択する場合に使用できます。詳細は、付録Cを参照してください。






A.9 インストールの進行状況

[image: install_progress.gifの説明が続きます]



この画面には、インストールの進行状況が表示されます。

インストールが完了する前に終了するには、「取消」をクリックします。これを実行すると、部分的にインストールされた状態になります。「取消」をクリックする前にシステムにインストールされたソフトウェアの一部はシステムに残るため、手動でこれらを削除する必要があります。






A.10 インストール完了

[image: install_complete.gifの説明が続きます]



この画面は、完了したばかりのインストールの要約を示します。

このサマリー情報を後で参照するためにテキスト・ファイルに保存する場合は、「保存」をクリックします。

「終了」をクリックして画面を閉じます。












B Application Developerの削除画面

この付録には、Application Developerのすべての削除画面に対するスクリーンショットと説明が記載されています。

	
ようこそ


	
Oracleホームのアンインストール


	
アンインストールの進行状況


	
アンインストール完了






B.1 ようこそ

[image: deinstall_welcome.gifの説明が続きます]



「ようこそ」画面はアンインストーラを起動するたびに表示されます。

「次へ」をクリックします。






B.2 Oracleホームの削除

[image: deinstall_oracle_home.gifの説明が続きます]



この画面は、削除しようとしているOracleホーム・ディレクトリを示しています。これは、アンインストーラを起動したOracleホーム・ディレクトリです。




	
注意:

このOracleホームを削除する前に、既存のドメインで使用されていないことを確認してください。







これが正しいディレクトリであることを確認し、「アンインストール」をクリックします。

次の警告画面が表示されます。

[image: deinstall_oh_warning.gifの説明が続きます]



「はい」をクリックすると、ソフトウェア、およびアンインストーラを起動したOracleホーム・ディレクトリが削除されます。

「いいえ」をクリックすると、ソフトウェアは削除されますが、Oracleホーム・ディレクトリは削除されません。

前の画面に戻る場合は、「取消」をクリックします。






B.3 削除の進捗

[image: deinstall_progress.gifの説明が続きます]



この画面では削除の進行状況が表示されます。

削除の完了前に中止する場合は、「取消」をクリックします。






B.4 削除完了

[image: deinstall_completed.gifの説明が続きます]



この画面は、完了したばかりの削除の要約を示します。

「終了」をクリックして画面を閉じます。











 
C サイレント・インストール


この付録では、Application Developerをコマンドラインからサイレント・モードでインストールする方法について説明します。

この付録の内容は次のとおりです。

	
サイレント・インストールおよび削除について


	
Oracle Application Developerのレスポンス・ファイル






C.1 サイレント・インストールおよびサイレント・アンインストールについて

サイレント・インストールおよびアンインストールの詳細は、『Oracle Fusion Middlewareインストレーション・プランニング・ガイド』のサイレント・インストールおよびアンインストールに関する項を参照してください。






C.2 Oracle Application Developerのレスポンス・ファイル

レスポンス・ファイルを作成するには、まずインストールGUIを実行してから、「インストール・サマリー」で「保存」をクリックすることをお薦めします。このレスポンス・ファイルの名前と作成場所を入力するように求められます。作成されたら、そのファイルを使用して、まったく同じインストールを他のシステムにレプリケートしたり、必要に応じてインストールを修正できます。


C.2.1 インストールのレスポンス・ファイル

sampleResponse_wls.rspというサンプル・レスポンス・ファイル(第C.2.1.1項を参照)が、インストール用にダウンロードしたアーカイブ・ファイルを解凍した場所のDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsの場合)に格納されています。Oracle WebLogic Serverをアプリケーション・サーバーとして使用している場合は、このテンプレートのレスポンス・ファイルを使用してOracle Application Developerソフトウェアをインストールできます。IBM WebSphereをアプリケーション・サーバーとして使用している場合は、sampleResponse_was.rspファイルを使用する必要があります(第C.2.1.2項を参照)。

いずれの場合も、インストール後には、構成ウィザードを実行してWebLogicドメインを作成または拡張し、Oracle Application Developerのコンポーネントを構成する必要があります。



C.2.1.1 sampleResponse_wls.rpsファイルの内容

sampleResponse_wls.rspファイルの内容を次に示します。


[ENGINE] #DO NOT CHANGE THIS.Response File Version=1.0.0.0.0 [GENERIC] #Set this to true if you wish to specify a directory where latest updates are downloaded. This option would use the software updates from the specified directorySPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION=false #SKIP_SOFTWARE_UPDATES=true #If the Software updates are already downloaded and available on your local system, then specify the path to the directory where these patches are available and set SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION to trueSOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATION= #Provide existing Middleware Home location.MIDDLEWARE_HOME=/home/middleware #Application Server choices are WLS, WAS, JBossAPPSERVER_TYPE=WLS
 
 [SYSTEM] [APPLICATIONS]  [RELATIONSHIPS]


このファイルで変更する必要があるパラメータは次のとおりです。

	
SKIP_SOFTWARE_UPDATES: ソフトウェア更新を受信しないようにシステムを構成する場合は、これをtrueに設定します。ソフトウェア更新を受信する場合は、このパラメータをfalseに設定します。最新の更新をダウンロードするディレクトリを指定する場合は、SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータをtrueに設定して、この場所をSOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータで指定します。


	
MIDDLEWARE_HOME: Middlewareホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。









C.2.1.2 sampleResponse_was.rspファイルの内容

sampleResponse_was.rspファイルの内容を次に示します。


[ENGINE]
 
#DO NOT CHANGE THIS.
Response File Version=1.0.0.0.0
 
[GENERIC]
 
#Set this to true if you wish to specify a directory where latest updates are downloaded. This option would use the software updates from the specified directory
SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION=false
 
#
SKIP_SOFTWARE_UPDATES=true
 
#If the Software updates are already downloaded and available on your local system, then specify the path to the directory where these patches are available and set SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATION to true
SOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATION=
 
#Provide Middleware Home location.
MIDDLEWARE_HOME=/home/middleware
 
#Application Server choices are WLS, WAS, JBoss
APPSERVER_TYPE=WAS
 
#Application Server Location to be specified for WAS and JBoss.
APPSERVER_LOCATION=/home/wasinstall
 
 
[SYSTEM]
 
 
[APPLICATIONS]
 
 
[RELATIONSHIPS]


このファイルで変更する必要があるパラメータは次のとおりです。

	
SKIP_SOFTWARE_UPDATES: ソフトウェア更新を受信しないようにシステムを構成する場合は、これをtrueに設定します。ソフトウェア更新を受信する場合は、このパラメータをfalseに設定します。最新の更新をダウンロードするディレクトリを指定する場合は、SPECIFY_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータをtrueに設定して、この場所をSOFTWARE_UPDATES_DOWNLOAD_LOCATIONパラメータで指定します。


	
MIDDLEWARE_HOME: Middlewareホーム・ディレクトリのフルパスを指定します。このディレクトリは、Oracle WebLogic Serverをアプリケーション・サーバーとして使用していない場合であっても指定する必要があります。


	
APPSERVER_LOCATION: IBM WebSphereアプリケーション・サーバーのインストール・ディレクトリを指定します。










C.2.2 アンインストールのレスポンス・ファイル

deinstall_oh.rspというサンプル・アンインストール・レスポンス・ファイルは、インストール用のアーカイブ・ファイルをダウンロードして解凍した場所のDisk1/stage/Responseディレクトリ(UNIXの場合)またはDisk1\stage\Responseディレクトリ(Windowsの場合)に格納されています。このテンプレートのレスポンス・ファイルを使用すると、Oracle Application Serverのソフトウェアをアンインストールできます。

deinstall_oh.rspファイルの内容を次に示します。


[ENGINE]
 
#DO NOT CHANGE THIS.
Response File Version=1.0.0.0.0
 
[GENERIC]
 
#Identifies if the Instance deinstallation is valid or not
DEINSTALL_IN_ASINSTANCE_MODE=false
 
 
[SYSTEM]
 
 
[APPLICATIONS]
 
 
[RELATIONSHIPS]














D トラブルシューティング


この付録では、Application Developerのインストール時に発生する可能性のある一般的な問題の解決策を説明します。

この付録では、次の内容を説明します。

	
一般的なトラブルシューティングのヒント


	
インストールおよび構成ログ・ファイル


	
JREの場所の記録


	
問題が解決しなかった場合






D.1 一般的なトラブルシューティングのヒント

インストール時にエラーが発生した場合の対処方法は、次のとおりです。

	
最新の更新の詳細は、使用プラットフォームに応じて、『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノートfor Linux x86』または『Oracle Fusion Middlewareリリース・ノートfor Microsoft Windows(32ビット)』を参照してください。最新バージョンのリリース・ノートは、Oracle Technology NetworkのOracle Fusion Middleware 11gリリース1(11.1.1)のドキュメント・ページにあります。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/docs/middleware-093940.html


使用しているリリースに対応するドキュメント・ライブラリの「ライブラリの表示」リンクをクリックします。リリース・ノートはライブラリ内にあります。


	
システム要件と仕様に関する次のドキュメントで指定されている要件を、コンピュータが満たしていることを確認します。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/downloads/fusion-requirements-100147.html


	
いずれかのインストール画面で間違った情報を入力した場合は、その画面に戻るまで「戻る」をクリックします。


	
インストーラでファイルをコピーまたはリンクするときにエラーが発生した場合は、次の手順に従ってください。

	
エラーをメモして、インストール・ログ・ファイルを確認します。


	
第4章の手順に従って、失敗したインストールを削除します。


	
エラーの原因となる問題を修正します。


	
インストールを再起動します。












D.2 インストール・ログ・ファイルおよび構成ログ・ファイル

この項では、Oracle Application DeveloperインストーラおよびOracle Fusion Middleware構成ウィザードの実行時に作成されるログ・ファイルについて説明します。ログ・ファイルには、インストールや構成に関する問題のトラブルシューティングに役立つ情報が記載されています。

この項は、次の項目で構成されています。

	
インストール・ログ・ファイル


	
構成ログ・ファイル






D.2.1 インストール・ログ・ファイル

ログ・ファイルは、UNIXの場合はOracle_Inventory_Location/logディレクトリに、Windowsの場合はOracle_Inventory_Location\logsディレクトリに書き込まれます。

UNIXシステムで、Oracle Inventoryディレクトリの場所が不明な場合、このディレクトリはMW_HOME/oraInst.locファイル内にあります。Windowsシステムの場合、Oracle Inventoryディレクトリのデフォルトの場所は、C:\Program Files\Oracle\Inventory\logsです。

ログ・ディレクトリには、次のインストール・ログ・ファイルが作成されます。

	
installdate-time-stamp.log

これはメインのログ・ファイルです。


	
installdate-time-stamp.out

このログ・ファイルには、インストール時の出力ストリームやエラー・ストリームが記載されます。


	
installActionsdate-time-stamp.log

このファイルは、インストーラGUIによって内部情報の追跡に使用されます。


	
installProfiledate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、インストールおよび構成を完了するまでにかかった時間やメモリーおよびCPUの詳細事項など、全体的な統計が記載されます。


	
oraInstalldate-time-stamp.log

このログ・ファイルには、コピー・セッションの出力ストリームが記載されます。




-printtimeパラメータを使用してインストーラを起動すると、同じディレクトリに、timeTakendate-time-stamp.logファイルとtimedate-time-stamp.logファイルが作成されます。

	
timeTakendate-time-stamp.log

このファイルには、画面間の移動にかかる時間に関する情報が含まれます(GUIインストールにのみ該当)。


	
timedate-time-stamp.log

このファイルには、コピー・セッションの時間に関する情報が記載されます。




-printmemoryパラメータを使用してインストーラを起動すると、memorydate-time-stamp.logファイルが作成されます。このファイルには、コピー・セッションのメモリー使用量に関する情報が記載されます。






D.2.2 構成ログ・ファイル

構成セッションのログ・ファイルを作成するには、次に示すとおり、-logオプションで構成ウィザードを起動します。

UNIXの場合:


% ./config.sh -log=log_filename


Windowsの場合:


G:\ config.cmd -log=log_filename





log_filename を絶対パスで指定すると、ログ・ファイルはその場所に作成されます。パスを付けずにファイル名のみを指定した場合、ログ・ファイルは、MW_HOME/oracle_common/common/binディレクトリ(UNIXの場合)またはMW_HOME\oracle_common\common\binディレクトリ(Windowsの場合)に作成されます。








D.3 JREの場所の記録

Application Developerインストーラが使用するJREの場所は、MW_HOME/oracle_common/oui/oraparam.iniファイル(UNIXの場合)またはMW_HOME\oracle_common\oui\oraparam.iniファイル(Windowsの場合)に格納されています。このファイルは、OPatchおよびOracle Universal Installer(OUI)が、推奨されるJREの場所を決定するために使用されます。

JREの場所を変更できます(たとえば、JREディレクトリをMiddlewareホームの外に移動します)。変更された場合にOPatchまたはOUIを実行しようとすると、JREの場所が見つからないためにエラー・メッセージが表示されます。エラー・メッセージが表示された場合には、次のいずれかを実行します。

	
MW_HOME/oracle_common/oui/oraparam.iniファイル(UNIXの場合)またはMW_HOME\oracle_common\oui\oraparam.iniファイル(Windowsの場合)を編集して、新しいJREの場所を指定します。


	
-jreLocコマンド・ライン・オプションを使用して、新しいJREの場所を指定します。詳細は、2.2.2項を参照してください。









D.4 問題が解決しなかった場合

この付録の手順を試しても発生した問題を解決できない場合は、次の情報源を参照してください。

	
Oracle Fusion Middlewareリリース・ノート for Linux x86またはOracle Fusion Middlewareリリース・ノート for Microsoft Windows(32ビット)(使用するプラットフォームによります)。最新バージョンのリリース・ノートは、Oracle Technology NetworkのOracle Fusion Middleware 11gリリース1(11.1.1)のドキュメント・ページにあります。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/docs/middleware-093940.html


使用しているリリースに対応するドキュメント・ライブラリの「ライブラリの表示」リンクをクリックします。リリース・ノートはライブラリ内にあります。


	
My Oracle Support(以前のOracleMetaLink: https://support.oracle.com)




それでも問題が解決しない場合は、サービス・リクエストを作成してください。
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